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受験プランを立てよう～自分の受験プランを考える～

勝負の２学期中間テストもあっという間に終了しました。多くの生徒が受験に対する意識も高ま

り、これまで以上に努力して臨んだ中間テストだったと思います。結果が戻ってきたら、しっかり

見直し、次の期末テストに向けて更に質を高めた学習につながるようにしていきましょう。

さて、いよいよこれから自分の受験校を具体的に決定していく時期に突入していきます。１１月

には三者面談もあります。それまでに自分の受験プランを立てておきましょう。受験にあたっては、

自分のやりたいこと、夢や希望を実現できるかなどの視点をふまえ、３年間通うことを意識して、

志望校を選んでいきましょう。第一志望校が公立高校か私立高校かによって、その受験プランも変

わってきます。以下の点に気を付けてください。

①原則として公立高校は１回しか受けられない
埼玉県立高校は、「一般募集入学者選抜」の１回しか受検の機会がありません。したがって、

公立高校を複数受検することはできません。公立高校に入学したいと考えている場合は、どの高

校を受検するか慎重に選ぶ必要があります。ただし、出願後に志望倍率等を見て、１回だけ志願

先を変更できます。

②私立高校を複数受験する場合は受験日に注意
埼玉県内の私立入試は１月２２日、２３日に集中しています。私立高校を複数受験する場合は、

受験日が重なっていないことを確認しておかなければなりません。ただし、受験日を複数設定し

ている私立も多いので、上手にスケジュールを組みましょう。

③受験区分に気をつける
私立入試では、おおむね「単願・併願・一般」などの受験区分があります。受験区分によって

入試日が異なる場合もあるので、スケジュール立ての際にも注意が必要です。

④併願校の選び方
併願校には合格の可能性が高い学校を選びましょう。もし併願校を複数受験する場合でも、少

なくとも１校は、合格の可能性が高い学校を選ぶことです。個別相談では、合格の可能性や合格

の可能性を高める方法などを相談できます。必ず参加しましょう。

⑤併願校に入学することになっても、３年間前向きに通える学校を選ぶ
受験は何が起こるかわかりません。そのため併願校は「もし行くことになっても後悔しないで

３年間通うことができる高校」でなければなりません。その学校で過ごす高校生活を具体的に想

像して、第二・第三志望校も、入学後に前向きに通える学校を選びましょう。

◎公立高校が第一志望の場合
公立高校は、多くの私立学校とは異なり、入試相談などはありません。そのため、たとえどんなに学力

レベルで余裕があると思われる学校でも油断はできません。併願校へ入学することも十分視野に入れた上

で慎重に検討しましょう。 私立高校を併願する場合は、併願可能な入試を１月下旬から実施しているか

どうかがポイントです。１月下旬の早い時期に合格が得られれば、その後の公立入試にゆとりを持って臨

むことができます。

◎私立高校が第一志望の場合
私立高校が第一志望の場合、志願校に「単願推薦」や「単願入試」がある場合は積極的に利用しましょ

う。多くの私立高校が推薦の目安を設けていますので、事前の個別相談会などにおいて合格の可能性を聞

くこともできます。また、単願入試であっても、当日の試験で不合格になることもあるため、留意しまし

ょう。単願入試で不合格になったとしても、一般入試があり、同じ高校を受験することができるパターン

もあります。

具体的な受験プランは？



令和7年度埼玉県公立高等学校入学者選抜における受検生心得

１０月１日付けで埼玉県教育委員会より、受検生心得が発表されました。以下掲載しますので、

しっかり確認をしておきましょう！


